　　　　　　　　　　　　　　体育科学習指導案

京都市立○○小学校　６年○組（男子  名　女子  名　計  名）

平成１６年  月  日～  月  日　６時間計画　場所　体育館 　　　　　指導者　○○○○
１．単元　　　　リズムダンス

２．運動の特性

	いろいろな曲のリズムの特徴をとらえ，そのリズムにのって踊ることを楽しむ運動である。


３．子どもの実態

　　　明るく素直で元気がよく，何事にも誠実に取り組もうとする子が多い。5年生から，

委員会活動や運動会・学習発表会などの学校行事において仕事を受けもつことで，高

学年としての自覚が徐々に高まってきた。

　　　リズムダンスを5年生で取り組んだ時，最初はどうしたらいいか分からなかったり，

はずかしがったりして踊れない子が多かったが，曲に自分の体をまかせる心地よさを

感じている子につられて楽しんで踊れる子が増えてきた。しかし，まだまだ自分を出

し切れず，人の真似ばかりに終わっている子が少なくなかった。

　　　京都まつりや表現運動発表会に参加して踊った時には，全員が同じ決まった振り付
けで踊るという気持ちの楽なこともあり，自信をもって体全体で踊りを楽しむ子が多く見られた。

４．子どもから見た特性

	いろいろな曲でリズムにのって弾んで踊ったり，友達と一緒に踊ったりして楽しむ運動である。


５．学習のねらいとみちすじ

（1） ねらい

いろいろな曲のリズムにのり，その特徴に合った動き方を工夫して踊って楽しむ。

（2） みちすじ

ねらい１　いろいろな曲でおへそをゆすって「のり」を楽しむ。

ねらい２　自分の選んだ曲のリズムにのって，一人で踊ったりグループで踊ったりして楽しむ。

ねらい３　踊りを見せ合ったり，一緒に踊ったりして楽しむ。
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まとめ


６．学習活動と指導・支援 (４５分×６)                      (本時  第4時)　

	
	学習のねらいと活動
	指導・支援
	評   価

	
	
	
	関
	思
	技
	評価の視点

	は

じ

め

1０

分
	○学習のねらいとみちすじを知
り，学習の進め方や学習カードの使い方を知る。

○楽しく学習するための約束を話し合う。

・ふざけない。
・笑わない。
・はずかしがらない。
・友達の学習のじゃまをしない。　　　　など
	· 活動の内容を伝える。
・　学習の約束ははじめの時間に確認する。

· 具体例をあげて児童

がより意識できるようにする。
	
	
	
	

	な

か

35

分・

45

分

×

４
35

分

まとめ10分
	ねらい１

いろいろな曲でおへそをゆすって「のり」を楽しむ。

○教師からの動きを知って，踊りを楽しむ。

・サンバ

・ロック（パラパラ・キックボクササイズ）

・ヒップホップ

・和太鼓のリズム　など　　　　　　　　　

○繰り返し踊って楽しむ。

ねらい２

自分の選んだ曲のリズムにのって，一人で踊ったりグループで踊ったりして楽しむ。

○曲のもつリズムの特徴が動きにあらわれるように工夫する。

○自分の踊りをよりよくするための工夫をする。

＜どんなふうに＞

・動きを増やす。
・大きく。
・もっとのりのりに。
＜どのように＞

・友達のまねをする。
・場所を動く。
・ビデオを見る。
・かけ声をかける。
○グループで話し合いながら工夫を付け加えて踊る。

・踊りの順番を工夫する。
・そろえて踊ったり自由に踊ったりするところを工夫する。

・かけ声をそろえる。

○繰り返し踊って楽しむ。

ねらい３

踊りを見せ合ったり，一緒に踊ったりして楽しむ。

○前の時間の動き方でリズムにのって踊る。

○友達の踊りを教えてもらって一緒に踊ったりかけ声をかけたりして楽しむ。


みんなと仲よくダンスの学習が楽しめたか振り返る。

・頑張ったところやうれしかったこと・よかったことを話し合う。


	· 簡単な動きをみんなで踊ってどの子も安心して学習に入れる雰囲気をつくる。

· おへそをゆすって踊るとのりやすいことを伝える。

· のって踊っている子  を認め，のることとはどんな様子なのかを具体的に知らせる。
· 一人一人のよさを見付け認めることで学習の意欲を高める。
· のってるね。

· いいねえ。うまい！

· 恥ずかしくて踊れな   い子や工夫の仕方が分からない子には，教師が一緒に踊ったり，有効な言葉がけをしたりする。

· おへそをゆすってみよう。

· 先生や友達のまねをしてもいいよ。

· 飛んだり回ったりしてみよう。

· のって踊っている子をみんなに紹介し，まねしてもよいことを伝える。

· 学習カードに自分の評価を書き，次の工夫の手立てを考えるように声かけする。

· 小さな工夫も認めて自信をもって踊れるようにする。

· 友達のよいところを見付けたり励ましたりできるように声をかける。

· 友達の踊りをただ見るだけでなく，一緒に盛り上げて楽しめるような雰囲気をつくる。

· 自分や友達の創意・工夫・努力したことや友達と学び合ったことの大切さに気付かせる。
	○
○

○

○

○
	○

○

○
	
	学習の約束を守ろうとする。(観察)
いろいろな動きを知り楽しく踊ろうとする。（観察）

いろいろな曲でリズムにのって踊ろうとする。（観察）

リズムの特徴を工夫している。（観察）

自分の踊りを工夫している。（観察・学習カード）

グループで踊りを工夫している。
（観察・相互評価）

友達のよいところを見付けたり励ましたりしようする。（観察）

自分や友達の活動を振り返り，工夫や努力したことを大切にしようとする。

（学習カード・観察・相互評価）


７．本時のねらい　　　自分の選んだ曲のリズムにのって，動き方（体の動かし方）を工夫して踊ることを楽しむ。

８．本時の学習活動と指導・支援  （第4時）

	
	学　習　の　ね　ら　い　と　活　動
	　　指　　導　・　支　　援
	　評　　　価

	
[image: image1]
	・ＣＤラジカセやＣＤの用意をする。

○本時の学習内容を知る。
	· 進んで役割がはたせているか見守り，できていない子には，声をかける。

・ グループの場を確認する。
	

	な

か

35

分
	ねらい２の活動をする
○ 前の時間の動き方で踊る。
・リズムにのって繰り返し踊ることを楽しむ。

・工夫するところを確かめる。

○リズムにのった動き方を工夫して踊る。
  ・少し工夫するところを決めながら踊る。

・動き方を工夫する。

手や上体のふり

ステップ

リズムの変化

場の使い方

かけ声　　　など
・体全体でのってみる。

(学習の場)

ス


テ　　　

｜



ジ

・工夫をして繰り返し踊る。

・友達とリズムを感じ合って楽しむ。
	· 学習の仕方が分かっているか観察し，分からない子には，その場に行き助言したり，一緒に踊ったりする。

· 一人一人のよさを見付け認めることで学習の意欲を高める。

· 恥ずかしくて踊れない子や工夫の仕方が分からない子には，教師が一緒にリズムをとったり，有効な言葉がけをしたりする。

· 友達の動き方でよいところが見付けられれば，それを自分の動き方の工夫に取り入れてもよいことを伝える。　

· 学習しやすい雰囲気ができているか観察し，約束が守れていない子にはその場にふさわしい態度について考えるよう声かけをする。

· 動きの数が増えると，より楽しく踊れることを伝える。
	＜関＞

いろいろな曲でリズムにのって踊ろうとする。（観察）
＜思＞

自分の踊りを工夫している。

（観察・学習カード）

	まとめ

７分
	みんなと仲よくダンスの学習が楽しめたか振り返る。


	· 自分や友達の創意・工夫・努力を振り返り，お互いのよさを認め合うとともに，友達と学び合ったことの大切さに気付かせる。
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